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   教育委員会定例会（令和５年７月）会議録    

１ 日   時 令和５年７月１３日（木）１５：００～１６：００ 

２ 場   所 新居浜市庁舎３階 応接会議室 

３ 出 席 者 教 育 長 高橋 良光 

委 員 近藤 智佳 本田 郁代 尾藤 一彦 

事務局長 木俵 浩毅 

推 進 監 髙野 智志 

総括次長 竹林 栄一 

次 長 畑野 一恵 藤田 惠女 

課 長 須藤 充史 青野 進太郎 上野 壮行 

４ 教育長及び 

  教育委員会行事報告 

６月行事報告及び７月行事予定について 

その他 

５ 記録者氏名 社会教育課 大井 愛実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育長一般報告＞ 

 

＜報告＞ 

報告第３号 専決処分の報告について（令和５年度補正予算［第２号］

の議案送付について） 

 

＜いじめ、不登校等生徒指導関係＞ 

 

＜その他＞ 
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高橋教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは定刻がまいりましたので、ただ今から令和５年第７回新居浜

市教育委員会定例会を開催いたします。 

 

本日の会議録署名委員は本田委員さんと近藤委員さんにお願いいた

します。なお会期は本日限りといたします。 

令和５年第６回会議録承認については、尾藤委員さん、本田委員さん

に署名をいただいております。 

それでは私の方から一般報告を行います。資料の２ページをご覧くだ

さい。 

 

６月 ５日 管理主事・市教委学校訪問（金子小学校） 

６日 青少年センター運営協議会（市民文化センター） 

８日 令和５年第６回教育委員会定例会（市庁舎応接会議室） 

９日 管理主事・市教委学校訪問（神郷小学校） 

新居浜を明るくする運動推進会議正副会長会（総合福祉セ 

ンター） 

 第１回社会科副読本編集委員会（市庁舎大会議室） 

１３日 第３回市議会定例会（～２９日） 

１６日 第１回小・中学校研修主任会（市民文化センター） 

１７日 四国高校選手権大会ウエイトリフティング開会式（市民体 

育館） 

１８日 新居浜市小中学生将棋大会（市民文化センター） 

１９日 第１回新居浜市コミュニティ・スクール推進協議会（市庁 

舎大会議室） 

２０日 市議会定例会本会議一般質問（～２２日） 

 第１回新居浜市教科用図書採択委員会（市庁舎大会議室） 

２３日 市議会企画教育委員会（第２委員会室） 

 愛媛県人権教育協議会新居浜支部代表役員会（市庁舎応接

会議室） 

２６日 中学校学力向上研修会（西中学校） 

２７日 ２０２３年度第１回ＥＳＤ活動支援企画運営委員会（東京

都） 

２８日 令和５年度あかがねミュージアムサポータークラブ理事

会・総会（あかがねミュージアム） 

第１回小学校学習指導資料調査会（市民文化センター） 

３０日 管理主事・市教委学校訪問（惣開小学校） 
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竹林総括次長兼社会教育

課長 

 

 

 

 

７月 ３日 令和５年度教育力向上実践活動部会及び第２回教育研究

所員会（市民文化センター） 

令和５年度青少年健全育成標語入賞者表彰式（青少年セン

ター） 

４日 まちづくりタウンミーティング（金栄校区） 

５日 管理主事・市教委学校訪問（金栄小学校） 

   ６日 新居浜市中学生弁論大会（市民文化センター） 

令和５年度愛媛県人権教育協議会新居浜支部総会（消防コ

ミュニティ防災センター） 

   ７日 「tupera tuperaのかおてん．」内覧会（あかがねミュー

ジアム） 

まちづくりタウンミーティング（垣生校区） 

   ８日 第６０回新居浜を明るくする運動大会（市民文化センタ

ー） 

 １３日 令和５年第７回教育委員会定例会（市庁舎応接会議室） 

  １４日 石村嘉成展いきものだいすき開展式（愛媛県美術館） 

 ＥＳＤ推進事業協議会（市庁舎大会議室） 

  １７日 アンサンブル早島サマーコンサート２０２３inあかがね

（あかがねミュージアム） 

  １８日 まちづくりタウンミーティング（泉川校区） 

  １９日 令和５年度新居浜市交通安全推進協議会総会（消防防災合

同庁舎５階災害対策室） 

  ２１日 小学校水泳記録会（宮西小学校） 

令和５年度愛媛県市町教育委員会連合会定期総会（伊予

市） 

 まちづくりタウンミーティング（惣開校区） 

 ２５日 まちづくりタウンミーティング（高津校区） 

 

次に、各課の行事について、事務局から説明をお願いします。 

 

社会教育課の事業は、 

６月 ４日 泉川校区防災町民運動会 

  金子校区防災運動会 

６日 青少年センター運営協議会（市民文化センター） 

   ８日 令和５年第６回教育委員会定例会（市庁舎応接会議室） 

  公民館新任職員研修会（愛媛県生涯学習センター） 
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（・９日） 

１３日 第３回市議会定例会（～２９日） 

１６日 新居浜市公民館連絡協議会理事会（市庁舎４１会議室） 

  公民館新任館長研修会（愛媛県生涯学習センター） 

  ２０日 市議会定例会本会議一般質問（～２２日） 

２３日 市議会企画教育委員会（第２委員会室） 

２４日 ボーイスカウト・スカウトクラブ総会（地域交流センター） 

７月 ３日 令和５年度青少年健全育成標語入賞者表彰式（青少年セン

ター） 

４日 まちづくりタウンミーティング（金栄校区ほか） 

１３日 令和５年第７回教育委員会定例会（市庁舎応接会議室） 

  １４日 公民館活動活性化ステップアップセミナー（今治市中央公

民館） 

  ２０日 愛媛県公民館連合会第２回理事会（愛媛県生涯学習センタ

ー） 

  ２７日 産業医学校職場巡視（泉川中学校） 

 

別子銅山記念図書館の事業は、 

（４月２２日）第８回子ども読書通帳マラソン（～８月２０日） 

○夏休みは図書館へいこう！！ 

７月２５日 「夏休みに何よもう？感想文にこんな本」（・８月２日） 

  ２７日 夏休み子ども図書館探検隊とおもしろ科学実験！ 

○お話し会 

６月 １日 乳幼児（０～３歳）向けお話し会  

 １４日 幼児向けお話し会（・２８日） 

  １７日 小学生向けお話し会  

  ２７日 えいごのおはなしかい 

７月 ６日 乳幼児（０歳～３歳）向けお話し会 

  １２日 幼児向けお話し会（・２６日） 

  １５日 小学生向けお話し会 

  １８日 えいごのおはなしかい 

○講座・講演会 

６月 ４日 別子銅山に関する本の解説講座「別子銅山を読む」第２回

「大田蜀山人」（多目的ホール） 

９日 ココロとカラダの健康セミナー前期 自律神経ケア集中

コース（多目的ホール）（・２３日） 
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須藤学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

２５日 シン我楽多講座第２８回「全米ＴＯＰ１ヒットの歴史その

８」（多目的ホール） 

○ロビー展示 

（５月３０日）「からだの健康は、お口から！」（保健センター）（～

６月９日） 

６月 １日 「第６５回水道週間」（上下水道局）（～７日） 

  １３日 「毎年６月は食育月間です」（保健センター）（～２３日） 

７月 ４日 「地球温暖化対策～わたしたちにできること～」（カーボ

ンニュートラル推進室）（～１４日） 

  １８日 「若年者健康診査を受けましょう！」（保健センター）（～

２８日） 

○企画展示 

（５月２６日）「新居浜市出身・新幹線を走らせた男 十河信二と妻 キ

クの物語をNHK朝ドラにしよう！」（シティプロモーシ

ョン推進室）（～８月３０日） 

６月 １日 「おうちでカフェ気分」（～２９日） 

２０日 「追悼 平岩弓枝」（～７月１５日） 

７月 １日 「ＬＧＢＴＱを知っていますか？～ありのままがあたり 

まえの社会へ～」（～８月３０日） 

○テーマ展示 

６月 一般展示「新緑の季節！植物のある生活」 

児童展示「見つけて楽しむ身近な植物」「雨の本」 

７・８月 一般展示「すべての人の生きるヒントになる本との出会い 

を」「ミニ化石展」 

児童展示「読んでみよう しらべてみよう つくってみよ

う」 

〇教科書展示 

６月１４日～２９日（多目的ホール前ロビー） 

 

学校教育課の事業は、 

６月 １日 管理主事・市教委学校訪問（別子小・中学校） 

   ２日 管理主事・市教委学校訪問（浮島小学校） 

   ５日 管理主事・市教委学校訪問（金子小学校） 

   ６日 指導力向上セミナー（消防コミュニティ防災センター） 

管理主事・市教委学校訪問（船木小学校） 

   ７日 中学校総合体育大会（・８日、１０日） 
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藤田次長兼発達支援課長 

 

管理主事・市教委学校訪問（宮西小学校） 

   ８日 管理主事・市教委学校訪問（垣生小学校） 

９日 管理主事・市教委学校訪問（神郷小学校） 

  １２日  管理主事・市教委学校訪問（高津小学校） 

  １３日 管理主事・市教委学校訪問（角野小学校） 

  １５日 第１回不登校対策検討委員会（市庁舎４１会議室） 

１６日  第１回小・中学校研修主任会（市民文化センター） 

第６回あかがね算数・数学コンテスト実行委員会（市庁舎 

３１会議室） 

管理主事・市教委学校訪問（泉川中学校） 

１９日 第１回新居浜市コミュニティ・スクール推進協議会（市庁

舎大会議室） 

管理主事・市教委学校訪問（川東中学校） 

２０日 第１回通学路安全対策推進会議（市民文化センター） 

管理主事・市教委学校訪問（中萩小学校） 

２３日  中学校英語主任会（市庁舎大会議室） 

管理主事・市教委学校訪問（大生院小学校） 

２６日 中学校学力向上研修会（中学校各会場） 

管理主事・市教委学校訪問（多喜浜小学校） 

２７日  第１回中高生徒指導主事連絡協議会（市庁舎大会議室） 

管理主事・市教委学校訪問（泉川小学校） 

３０日 いじめ問題対策連絡協議会（市庁舎大会議室） 

管理主事・市教委学校訪問（惣開小学校） 

７月 ３日  令和５年度教育力向上実践活動部会及び第２回教育研究

所員会（市民文化センター） 

５日  管理主事・市教委学校訪問（金栄小学校） 

６日 新居浜市中学生弁論大会（市民文化センター） 

    ７日 管理主事・市教委学校訪問（船木中学校ひびき分校） 

  １０日 管理主事・市教委学校訪問（南中学校） 

１４日 ＥＳＤ推進事業協議会（市庁舎大会議室） 

２０日 神郷幼稚園、小・中学校第１学期終業式 

２１日 小学校水泳記録会（泉川小学校、宮西小学校） 

２８日 四国中学校総合体育大会壮行式（市民文化センター） 

 

発達支援課の事業は、 

６月 ８日 第２回学校支援員連絡会（こども発達支援センター２階） 
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青野学校給食課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上野人権教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４日 第１回教育支援相談員会（こども発達支援センター２階） 

２１日 中高特別支援教育コーディネーター連絡協議会（ウィメン

ズプラザ） 

７月１８日 第１回新居浜市地域発達支援協議会（こども発達支援セン

ター２階） 

２０日 学校生活介助員等研修会（オンライン開催） 

２４日 第２回特別支援学級担任者会（市民文化センター） 

 第２回通級指導教室担当者会（市民文化センター） 

３１日 第１回心理アセスメント講座（市民文化センター） 

 

学校給食課の事業は、 

６月 ２日 ２学期魚介類物資審査会（泉川公民館） 

   ９日 ６月栄養教員部研修会（学校給食センター） 

７月 ７日 ７月栄養教員部研修会（学校給食センター） 

  １８日 １学期給食最終日（学校給食センター） 

  ２６日 学校給食におけるアレルギー対応についての講演会（あか

がねミュージアム） 

  ２７日 令和５年度第２回新居浜市学校給食会理事会（学校給食セ

ンター） 

 

 人権教育課の事業は、 

６月 １日 愛媛県人権教育協議会支部長・加盟団体長及び事務局長会

（松山市） 

  愛媛県人権教育協議会新居浜支部第１回社会教育部会（市

庁舎大会議室） 

愛媛県人権教育協議会新居浜支部第１回就学前部会（市庁

舎大会議室） 

１１日 人権のつどい日（瀬戸会館） 

  ２２日 小・中学校新規採用教職員人権・同和教育研修会（消防コ

ミュニティ防災センター） 

  ２３日 愛媛県人権教育協議会新居浜支部代表役員会（市庁舎応接

会議室） 

  ２８日 愛媛県人権教育協議会新居浜支部第３回高等学校部会及

び中・高等学校人権・同和教育主任会（新居浜商業高校） 

７月 ６日 令和５年度愛媛県人権教育協議会新居浜支部総会（消防コ

ミュニティ防災センター） 
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竹林総括次長兼社会教育

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１日  人権のつどい日（瀬戸会館） 

１２日 四国地区人権教育研究大会（徳島市）（・１３日） 

  １８日 地区別人権教育市民講座（高津小学校体育館） 

  ２６日 小・中学校新規採用教職員人権・同和教育研修会（市民文

化センター） 

  ２７日 愛媛県人権教育協議会新居浜支部第４回高等学校部会及

び市内高等学校等新転任教職員研修会（女性総合センタ

ー） 

東予地区人権・同和教育研究協議会事前研修会（総合科学

博物館） 

 

 参考として、文化スポーツ局６月報告及び７月予定は、 

＜スポーツ振興課＞ 

６月 ７日 少年スポーツ指導者研修会（バスケットボール第１回）（山

根体育館） 

少年スポーツ指導者研修会（ソフトボール）（市民文化セ

ンター） 

第１回あかがねマラソン実行委員会 

８日 少年スポーツ指導者研修会（バレーボール）（市民体育館） 

１３日 少年スポーツ指導者研修会（バスケットボール第２回）（山

根体育館） 

１４日 令和５年度体力つくり指導者講習会（第２回）（山根体育

館） 

２５日 軽スポーツ大会（カローリング）（市民体育館）※文化体

育振興事業団主催 

愛媛マンダリンパイレーツ ホーム公式戦（市営野球場） 

７月 １日 第７回あかがねマラソンエントリー開始（～９月３０日） 

東雲市民プールオープン（～８月３１日） 

  １１日 第３回体力つくり指導者講習会（軽スポーツ講習）（市民

体育館） 

１３日 少年スポーツ指導者講習会（バレーボール）（市民体育館） 

２２日 トップアスリート事業（バドミントン）（山根総合体育館）

（・２３日）（講師：調整中） 

２３日 新居浜市少年スポーツ大会（バレーボール）（市民体育館） 

３０日 軽スポーツ大会（ペタンク）（市民体育館・体育室）※文

化体育振興事業団主催事業 
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高橋教育長 

 

 

本田委員 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

 

竹林総括次長兼社会教育

課長 

 

 

＜文化振興課＞ 

６月１９日 郷土芸能保存連絡協議会代表者会（地域交流センター） 

２０日 新居浜検定事業検討委員会 

２１日 こどもふるさと写生大会作品展（あかがねミュージアム 

アート工房）（～７月３日） 

２３日 にいはま春の市民文化祭運営委員会（あかがねミュージア

ム） 

２６日 第１回新居浜市市民文化センター基本計画策定委員会（市

庁舎大会議室） 

２８日 新居浜市美術展覧会運営委員会（市庁舎大会議室） 

 

＜美術館・総合文化施設＞ 

（４月２９日）春季特別展「ひろしま美術館コレクション 日本近代洋 

画の名作展 LOCAL-NIPPON」（～６月２５日） 

７月 ８日 展覧会「tupera tuperaのかおてん．」（～９月３日） 

      展覧会関連事業「tupera tuperaと絵本ライブ＆サイン会」 

 

ただ今の一般報告について、何かご質問やご意見等はございません

か。 

 

質問ではないのですが、７月６日にあった中学生の弁論大会、コロナ

禍でずっと聞かせてもらえなかったんですけど、久しぶりに聞かせても

らって、子どもたちが本当に自分と素直に向き合って、自分を変えてい

こうとする前向きな姿勢が感じられて、とても素晴らしく思いました。

大変感動いたしました。ありがとうございました。 

 

本当に良い弁論でしたね。素直な子どもの気持ちがよく出ていてよか

ったと思います。ありがとうございました。 

 

次に、報告に移ります。報告第３号「令和５年度補正予算[第２号]

の議案送付について」事務局から説明をお願いいたします。 

  

教育委員会事務局総括次長の竹林でございます。 

報告第３号専決処分の報告について「令和５年度新居浜市一般会計補

正予算［第２号］の議案送付について」ご説明申し上げます。 
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高橋教育長 

 

 

竹林総括次長兼社会教育

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告は、６月１３日に開会した令和５年第３回新居浜市議会定例会

議案として上程されました「議案第３９号令和５年度新居浜市一般会計

補正予算［第２号］」のうち、教育委員会関係予算に係るものでござい

ます。 

令和５年度補正予算書及び予算説明書の２６ページをご覧ください。

第１０款 教育費、第５項 社会教育費、３目 図書館費、目の行政目的、

図書館デジタル化推進事業費１，０７８万円の追加につきましては、図

書館カードとマイナンバーカードとの連携を行い、マイナンバーカード

に対応した窓口サービス、自動貸出機、移動図書館の利用サービスの充

実等を図ろうとするものでございます。 

２７ページをご覧ください。第１０款 教育費、第６項 保健体育費、

１目 保健体育総務費、目の行政目的、運動部活動地域移行実証事業費 

１３７万８千円の追加につきましては、部活動の地域移行の取組を推進

するため協議会を設置し、部活動の在り方、地域移行に関する仕組みや

運営に関することについて検討するため実証事業を実施しようとする

ものでございます。 

なお、本議案は６月２５日に市議会本会議において承認をいただいて

おります。 

以上が、専決処分いたしました「令和５年度新居浜市一般会計補正予

算［第２号］の議案送付について」の報告でございます 

 

「図書館デジタル化推進事業」について、事務局より説明をお願いし

ます。 

 

図書館デジタル化推進事業についてご説明申し上げます。お手元に資

料を配布させていただいております。 

新居浜市では、国が進めるデジタル田園都市国家構想交付金を活用い

たしまして、今回５事業、事業費予算１億１，７９６万４千円を追加し

てデジタル技術を活用して、市民サービスの向上を図ろうとしておりま

す。図書館デジタル化推進事業費につきましても、図書館カードとマイ

ナンバーカードとの連携を行い、マイナンバーカードに対応した窓口サ

ービス、自動貸出機、移動図書館の利用サービスの充実を図ります。ま

た、新規利用申請についても、マイナンバーカードの本人確認により来

館しなくても、オンラインでの利用申請利用者登録が可能となります。

また、現在発行しております図書館利用カード、これは当面の間これま

でどおりとして、マイナンバーカードと併用できるようにしていきたい
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高橋教育長 
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竹林総括次長兼社会教育

課長 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

というふうに考えております。作業のスケジュールでございますが、今

年度は当初に図書館システムの更新を予定しておりますが、今回、国か

らの交付金事業の採択、補正予算の市議会での承認をいただきましたこ

とから、「図書館システム更新事業等に係る公募型プロポーザル」に、

図書館利用カードとマイナンバーカードを連携すること等を仕様書に

加えまして、一昨日、７月１１日に提案事業者の方からプレゼンテーシ

ョンを受けました。今後につきましては選定した事業者と契約を締結

し、１月末までにシステムの更新作業を終了したいと考えております。

以上で、説明を終わります。 

 

図書館カードを持ち歩かなくてもマイナンバーだけで図書の貸し出

しができるということですね。何かご質問はありますか。 

 

逆に、借りるときに必ずマイナンバーカードを持ち歩かなければなら

ないという方が不便だと思っていて、成人であればスマホを持っている

からそこに連携させて本人確認ができるようになっているので、Ｓｕｉ

ｃａとかは交通機関でポッとできるわけですから、逆にそのマイナンバ

ーカードに統一してずっとマイナンバーカードを持ち歩かなければな

らない方が問題じゃないかな、というような気持ちもしないでもないで

す。あくまで個人確認、個人認証の問題なので、そういうものがなくて、

子どもはどうするのかという話もあるかと思いますが、広く一般に使わ

れるのであれば今の時代ですから、スマホを中心とした認証の方に変え

ていくべきではないかなと私は思っているんですけどどういうふうに

お考えでしょうか。いつもその大切なマイナンバーカードを持ち歩くと

いうことは紛失とか起き忘れとかいろいろな問題が出てくると、これは

何でもそうなんですけどちょっと時代ではないかなと思うんですが。 

 

おっしゃられたようにコロナ禍もあってスマホでの決済というのが、

普及してまいりました。一方で、マイナンバーカードも既存の保険証か

ら移行することが決まっておりますので、マイナンバーカードの方も普

段持ち歩く機会もこれから増えるかと思います。そうした中で機能を充

実させて利便性を高めていこうということで、今回提案させていただい

たことになりました。 

 

尾藤委員さんがおっしゃることはごもっともだと思うんですけど、国

としてマイナンバーカードの利活用を推進している、という一環でいろ
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高橋教育長 

 

近藤委員 

 

高橋教育長 

 

竹林総括次長兼社会教育

課長 

 

高橋教育長 

 

 

須藤学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んなものが使えますよと。子どもは先ほど言ったように、図書館カード

を併用するということにしておりますので、子どもについてはさすがに

マイナンバーカードを持ち歩くわけにいかないので、あるいはスマホ持

っていくわけにもいかないので、図書館カードで青い鳥号とか来たとき

なんかも、それを使って使用してもらいます。今回、図書館のデジタル

化推進という最初の取り組みというような位置づけで考えていただい

たらと思います。 

 

その質問に関連してなんですけど、先ほど、当面は図書館カードとい

うお話だったのですが、それ以降図書館カードはなくなってしまうと考

えているのですか。 

 

当面と言いましても近い将来ではないと思います。 

 

どうしてもちょっとまだ怖い気がしますよね。 

 

まだいろいろ政府の対応も続いているところですからね。 

 

まだまだマイナンバーカードの普及率が１００％ではありませんの

で、この点は皆さんにサービスが行き渡るようにしたいと思います。 

 

次に、「運動部活動地域移行実証事業」について、説明をお願いしま

す。 

 

運動部活動地域移行実証事業について説明させていただきます。本事

業は、運動部活動地域移行のため、愛媛県が委託を受け実施する事業で

ございます。事業の目的につきましては、中学部活動については愛媛で

はガイドラインを策定し、令和５年度から７年度までの３年間を改革推

進期間として地域の実情に応じて、まずは休日の部活動から地域移行に

向けて取り組むこととしており、県によっても今年度上半期までに推進

計画を策定することとしております。このような状況を踏まえまして、

市の取り組みを推進するため市のスポーツ協会、文化協会及び市中体

連、保護者、校長等をメンバーとして、部活動の在り方及び地域移行に

関する検討委員会を設置しまして、部活動の在り方及び地域移行に関す

る仕組みや運営に関することについて検討を行います。さらに、関係団

体と連携、協議の上、地域移行が可能な部活動からモデル事業として段
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高橋教育長 

 

髙野次長兼教育力向上推
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階的に地域移行に取り組むこととなります。事業の内容につきまして

は、部活動の在り方及び地域移行に関する検討委員会を設置し、運動部

活動の在り方や地域移行について検討等の実施をすること、生徒、保護

者、校長や教員へのアンケート調査を実施すること、地域移行が可能な

部活動についてモデル事業を実施することの３つとなります。事業費に

つきましては、１３７万８０００円で６月補正予算に計上いたしまし

て、議案通り可決されました。以上で説明を終わります。 

 

検討委員会等について推進監、補足はありますか。 

 

検討委員会は、７月に行う予定で日程調整しております。７月下旬に

実施できると思います。その中では、まず部活動の在り方というところ

で野球やバレーボールなど、合同部活動ではないとできないという部活

動があります。今後、その部活動の在り方についてまず拠点校方式や合

同部活動方式がありますので、そういうところを議論するというところ

です。もう１つは、地域移行に関する委託費を今回いただきましたので、

その委託費でまず２つの部活動についてモデル事業をやりたいと思っ

ています。これはまだ決まっていないんですけれども、今回、これまで

先にやったところを見ていくとやはり学校と外部指導者というところ

の意見の相違があるとなかなかモデル事業はうまくいきません。実はも

う中学校校長会の方にはこういう事業が決まったという説明はしてい

ます。できればその中学校の中で外部指導者を見つけていただくという

のが一番の理想なんですけれども、今回、市のスポーツ協会さんとかに

も入っていただくので、それが難しければスポーツ協会さんの方にお話

しして人を出していただく、というところで市として初めてやりますの

で慎重に進めていきたいなと思っているところになります。そういった

あり方についての議論と、今年の９月末までに県がこの部活動の推進計

画をまとめる予定になりますので、この協議会は多分今年だけではなく

て来年度以降も続けていって、今度県の推進計画を受けて市の推進計画

を作ることになりますので、そういった推進計画を作るというのもミッ

ションに入ってくるかなと思います。ちなみになんですけど、愛媛県内

では４か所が受けています。松山市、大洲市、松前町、あと、新居浜市

になります。全国でいうと３５０くらいで、全国で１，７００の自治体

があると考えるとだいたい５分の１の自治体は、今このモデル事業を受

けてやっていて、国は来年度、もっと委託費を増やすと言っていますの

で来年、もっとそういった活動が増えていくかなと思っています。ただ
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須藤学校教育課長 

 

 

 

 

 

髙野次長兼教育力向上推

教育長ともお話ししているんですけど、焦ってやる必要はないんじゃな

いかなと思います。地域に移行するとどうしてもお金がかかりますので

塾と同じようにお金ある人は部活動に行けるけどお金ない人はいけな

いということになりかねませんので、そういったところは慎重に議論し

ていけばいいかなと思っています。 

 

ありがとうございました。今の説明で何かご意見、ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

その外部委託というか地域移行ということなんですけど、その背景に

は教員の負担軽減というのが大きくあると思うんですけど、まずここに

書いてある文言でいうと地域の必要によって、まずは休日の部活動から

地域移行に向けて取り組むことをしておりというふうになりますがこ

れ、最終的には休日にかかわらず地域移行にしていくということでまず

は休日からというふうな考えなんでしょうか。というのも、休日という

のは土日と祝祭日しかないわけですけど、そこを外部委託すると、外部

委託されたところは頑張ってやろうという話になって、子どもの土日休

みがなくなってしまうというような話も出てくるのかな、というふうに

疑問視してしまいます。その辺でやっぱり子どももいろんなタイプがい

て、どんどん練習して上に行きたいという子どもと、みんなと仲良くス

ポーツを楽しみたいという子どもと、また親の考えもいろいろあるかと

思いますが、委託された指導者は少しでも強くしてやろうみたいな考え

に燃えた方もいらっしゃるのかなと思います。子どもがどういうふうに

考えているかというのも重要で、休みたいというような子どもも出てく

るかもわかりませんが、その辺のバランスがとれるようなところも考え

ていただいて地域移行を進めていただけたらなと思います。まずは休日

からとなると土日２日ともやるとなると、負担が出てくるのでそういう

のってどうなのかなと思いました。 

 

国が目指しているのは最終的には全部になりますけど、いきなり全部

するというのはなかなか難しいところもありますので、まずは休日の部

分を地域移行してということから取り組んでいきたいと思っています。

今、尾藤委員さんが言われたように、確かに休日なので当然部活にも休

みは必要だと思いますので、また協議の中で話を進めようと思います。 

 

５年度から７年度までが推進期間となっているんですけど、どこまで
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進むかわからないです。地域に受け皿がある部活動はいいですけど、土

日しか外部指導者が見つからない部活動はなくならないと思います。な

ので色々見ていると、青森県のむつ市は部活動を廃止しますとか、地域

に移行するのを前提に動きましょうというところもありますし、この

前、掛川市も部活動をやめて地域に移行しましょうという方針を作って

いるんですが、これから実際にやっていくと思いますし葛飾区なんかは

土日だけ外部指導者じゃなくて土日に部活動指導員の人に指導しても

らうんです。先生は指導しないで、部活動はそのまま残るというやり方

をやっているので、すごいまちまちです。 

 

今スポーツ庁のガイドラインの縛りがあるので休日もどちらか１日

は休みにして平日も１日は休みというのは、これはスポーツ庁のガイド

ラインなので、地域に移行されてもその線は守らないといけないんじゃ

ないかなと。 

 

教育長がおっしゃったようにガイドラインがあって、地域に移行する

場合にも平日で１日、土日のうちどちらか１日、最低週２日は休むとい

うことになります。 

 

基本はですね、試合は休みのときにやってその前で練習するのはつき

ものになるので、そうすると練習をやればやっただけで達成感もある

し、結果も出てくるということもあるので、その辺もよく考えていただ

きたいです。 

 

今回は運動の方の実証事業ですけど、地域移行は芸術も入っています

ので、ぜひお力添えいただけるとありがたいなと思っています。 

 

次にいじめ登校と生徒指導関係に移ります。事務局から説明をお願い

します。 

 

＜資料に基づき説明＞ 

 

不登校の理由の中でイは非行とか遊び系というところで、これは少し

目立つので、今ＰＴＡの中で特命サポートチームといって有志の方々が

子どもの問題行動を何とか防いでいこうということで、ＰＴＡとも協力

しながら市全体として取組をしてきているところです。それからエが多
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いと思うんですけど、エは不安等の常緒的混乱それからカが複合なんで

す。複合の場合大抵ウとエ、カとエというのが多いんです。学校生活と

不安それから無気力と不安というのがものすごく多くて、学校の取組等

を見てみると放課後にやってくるのを約束して会うとか、１週間に１回

は来るとかいうようなところ、それからあすなろと連携してやるとか

様々な取組はしてくれているんですけれどなかなか不安の症状が強い

子どもたちが非常に多いです。教室まで登校みたいなところに結びつか

ない事例が非常に多いのが、なかなか難しいところであります。あすな

ろは非常によく機能していて、あすなろ教室にとりあえず行けるお子さ

んについては学校にも足を運んだりできるということで、この辺りです

ね。これ新居浜だけじゃないと思うんですけど、とにかくコロナ以降急

激に子どもの不安要素というのが高まっているのかな、という気がして

ならないですね。学校には居場所づくり、家のお子さんについては家か

ら出られるように公民館とか地域の人に声がけいただくとかあるいは

学校であれば教室に行けない子のためには、別室で対応してみるとか、

様々な段階分で対応をということでお願いはしているんですけど、不登

校の場合、３０日超えちゃうと改善しても不登校なので数が減るわけで

はありません。そこらのところがなかなか難しいのかなという気がして

おります。全国的にも不登校が増えているというのはコロナの３年間の

影響って極めて人間の成長には大きな影響を及ぼしているのかな、とい

う気がしますね。学校としても結構関わりを持ってはくれて、市にはス

クールソーシャルワーカーさんも家庭に入ってくれて学校と連携した

りとか、それから発達支援課とつながっているお子さんもかなりいま

す。兄弟が不登校のケースというのが５分の１ぐらいありますね。１人

兄弟が不登校になると同じ兄弟も影響を受けてくるというのはなかな

かしんどいですね。居場所づくりを可能な範囲でコミュニティスクール

の協力も得てやっていくとか、私も過去にちょっとずつ外へ行けるよう

にあの手この手で仕組んで相談室、校長室までお声掛けして学校につな

がったケースもあります。１年近くかかりましたけど、地道な取り組み

が大事かな、という気はしています。 

 

何かご意見やご質問はありますか。 

 

不登校が１７６人ということは、本当に増えてきているんだろうなと

思うんですけど、昨年と比べて女子の数が増えてきていると思いまし

た。例えば昨年、１ページ目の一番下の表で見ると、小学校は合計で男
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子５人、女子６人と特に差がなく、中学校は男子が４８名、女子が３６

名と若干男子の方が不登校気味だったものが、令和５年になると小学校

は男子が１４名、女子が２２名、中学校は男子が３２名、女子が４８名

ということで明らかに女性の方が多くなっているような気がします。母

数が少ないのでこれをもって急に増えているとは言えないと思うんで

すが、昨年と比べる限りにおいては、女子の不登校が増えているという

ことは、先ほどいじめのところでも出てくるスマホとかＳＮＳというよ

うな、どちらかというとゲームなんかは男女変わらないのかもわかりま

せんけど、女の子の方がいろいろそういうような部分があって、そうい

うのが本当に数字として出てきているのかな、というふうに思ったりも

します。これと関連性がないかもわかりませんが、先ほどのいじめの中

でＳＮＳあるいはゲームでフレンドを外されたのでつらかったという

声があったという話がありましたが、例えばＬＩＮＥをやっていてブロ

ックされた人はいじめられたと思うんですよね。ブロックしたら、ブロ

ックされた方の気持ちも考えながらいろいろやらなきゃならないよ、と

いうことを教えるべきですよね。フレンドというのは、外すことも作る

こともできるのであれば、例えばフレンドをゲームの集まりの中で外さ

れてそれがいじめとはなかなか言えないと思うので、ゲームをしていた

らそういうことがあるよ、だからそういった行動はいろいろ考えてやる

んだよというようなことを、これは学校が教えることなのか家庭で教え

ることなのかわからないですけど、子どもに伝えたり、勉強させるよう

にしていかないといけないのかなと。実社会の中ではブロックするなん

てよくある話なのでね。先ほど教育長も言ったようにコロナ禍の中で変

わったことが影響しているという話になりますが、やっぱり社会性と

か、あまり外に出なくなったこととかが影響してそうですよね。僕はこ

の場でも言ったことがあると思うんですけど、ずっとマスクをつけてい

ると表情がわからないんです。先生の顔もよくわからない、友達の顔も

わからない、喜怒哀楽って少しは顔に出てくるんですけどそういうのも

感じないまま、それが長い間経つとやっぱりだいぶ影響が出てくるのか

なというのも思います。健康とかコロナにかからないという意味のマス

クと、他の部分でマスクが影響していることがないのかと考えながら、

マスクをすべきかどうか、そういったものもちょっと考えていかない

と、いろんな苦労要因だろうとは思うんですけど、ひとつひとつ紐解い

ていくとそういうようなところも考えていかないといけないかなと思

います。 
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高橋教育長 

 

 

 

尾藤委員 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

マスクのない暮らしが基本ですよ、ということは繰り返し言ってはい

るんですけど、この暑い中でも、集団登校に集まってくる子を見るとマ

スクしている子もいますね。 

 

おじいちゃんおばあちゃんのことがあったりとか、風邪気味だとか花

粉症だとかいろいろ事情はあると思うんでそれはしょうがないと思う

んですけど、ちょっと傾向がはっきりしてきているのかな、というのは

あるので、そこはなんとか以前のような状態に近づけられるようにすれ

ばいいな、というふうに思っています。表情が見えないというのはやっ

ぱり問題だと思いますね。 

 

ありがとうございました。そしたら、その他に移りたいと思いますが

何か連絡事項はございますか。 

 

それでは８月の定例会の日程については、以前お諮りしたとおり８月

２１日、月曜日の１４時から開催をさせていただきますので、よろしく

お願いします。 
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